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輸 文内容の 要旨

本論文は，現在表示材料として実用化されている液品に対し新たな機能性を付与することを目的とし，

その可能性を検討するため，分子内IC複葉芳香環を含む化合物を合成し.その液品性および光電導性を

検討したもので. 3章からなっている。

第一章では.ジベンゾフランやジベンゾチオ71ン等の復索芳香環を含むベンジリデンアミノ化合物

を合成し，その相転移挙動を調べている。まず，ジベンゾフランあるいはジベンゾチオフェ ンを有する

化合物について，その液晶相の熱安定性の差を理論的因子から検討し.複素芳香環に含まれる復素原子

がその熱安定性に大きく寄与しているととを明らかにしている。次いで，ジベンゾフラン.ジベンゾチ

オフェンのみならず，フノレオレノンや 7)レオレン等を含む化合物についてベンジリデン基オルソ位に水

酸基を導入し.それら化合物の液晶性を比較検討している。その結果，スメクチック C相の発現のため

には従来提唱されてきた好ましい因子K加えて，分子長軸IC対し備方向に寄与しうる永久電気双極子モ

ーメン トの大きさが重要である事を実験的IC明らかにしている。更に 7)レオレノンを含む化合物の 2

成分系に於て.ネマチックースメクチック Aースメクチック Cースメクチック A型のリエントラン 卜現象

を示す新しい系を見い出している。

第二章では，種々の繊能性が検討されているテ トラ7ェニルポルフィ リンに着目し.その液晶性を検

討している。その結果 7ェニル基パラ位の置換基が7)レキル基の化合物とアルコキ シノレ基のものとで

はその相転移挙動が大きく異なることを見い出し，後者が中間相を有しないのκ対L.前者は中間相的

な挙動を示す相を持っととを明らかにしている。

第三章では 9ーメチノレカルパゾ ルを含む液品化合物とテトラフェニノレポJレフィ リンの7Jレキル誘
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導体について光電導挙動を検討している。前者については，ネマチック相の示す光電導挙動は結晶相よ

りもむしろ流動性を有する等方性液体相の挙動に似ていることを明らかにし，また，後者においては相

転移に伴う暗および光電流の挙動を比較し，その比が結晶相から等方性液体相へと転移していくにつれ

著しく減少してゆくことを見い出している。

論文の審査結果の要旨

本論文は，表示用材料として用いられている液晶に，更に新しい機能性を付与することを目的として，

その基礎的観点から分子内に複素芳香環を有する棒状化合物ならびにポルフィリン骨格を有する円盤状

化合物の液晶性を検討し，更に，光電導挙動を調べた結果をまとめたもので，主な成果を要約すると次

のとおりであるo

(1) 複素芳香環に含まれる複素原子は棒状化合物の液晶相の熱安定性に大きな影響を与えうることを明

らかにしている。

(2) スメクチック C相の発現に関しては，複素芳香環部分の分子長軸に対し横方向に寄与しうる永久電

気双極子モーメントの大きさが重要であることを実験的に提唱しているo

(3) ネマチックースメクチック Aースメクチック c-スメクチック A型のリエントラント現象を示す新

しい系を見い出しているo

(4) 円盤状化合物であるテトラフェニノレポノレフィリンの p一アルキノレおよびアノレコキシ誘導体の液晶性

を検討し，両者は互いに著しく異なった相転移挙動を示すことを見い出し，後者は中間相を示さない

のに対し，前者は中間相的な相を示すことを明らかにしている o

(5) 棒状化合物のネマチック相と等方性液体相および結晶相における光電導挙動を比較検討し，ネマチ

ック相における挙動は固体である結晶相よりはむしろ同じ流動相である等方性液体相での挙動に近い

ことを明らかにしているo また，新たに流動性を有する相において負性抵抗を示すことを見い出して

いるo

(6) ポルフィリン誘導体の相転移に伴う光電導挙動を検討し，相転移による大きな光電流変化を見い出

している o

以上のように，本論文は分子内に複素芳香環を含む新しい化合物について，合成，液晶性，ならびに

光電導挙動に関して，数多くの重要な知見を得ており，その成果は有機材料化学の分野において学術的

にも工学的にも寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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